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1．はじめに
食品の流通がグローバル化した現代において，食品の

安全性を確保し国民の健康を保護するためには，食品の
問題について国内だけでなく世界的な動向を迅速に把握
し対処する必要がある．そのため安全情報部では，海外
における食品安全に関する動向把握の一環として，国際
機関や諸外国の公的機関から発信される最新情報をまと
めた「食品安全情報」を微生物分野と化学物質分野に分
けて隔週で発行し，関連の行政機関と一般向けに提供し
ている1）．本稿では，海外における食品安全に関する問
題の周知と継続的な記録を目的に，令和 5 年度に発行し
た「食品安全情報（化学物質）」から，特に重要と考え
られたトピックスを選択し概要を紹介する．

２．アスパルテームの国際的な評価
2023年 7 月14日，国際がん研究機関（IARC）と国連
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食糧農業機関（FAO）／世界保健機関（WHO）合同食
品添加物専門委員会（JECFA）が，合成甘味料のアス
パルテームに関する各々の評価の要約を同時に発表し
た2-5）．アスパルテームは1980年代から世界的に使用さ
れている汎用性の高い甘味料であるため，その国際的な
評価は大きな注目を浴びた．IARCは，ヒトにおける肝
細胞がんの「限定的な（limited）根拠」をもとに，ア
スパルテームを「ヒトに対して発がん性がある可能性が
ある（グループ2B）と分類した．一方，JECFAの結論
は，第25回会合（1981年）で設定した許容一日摂取量

（ADI） 0 〜40 mg/kg体重/日を変更する理由はなく，
現在においてアスパルテームの摂取がヒトに有害影響を
及ぼすという説得力のある根拠もないというものであっ
た．

今回のアスパルテームに関する両評価の同時発表で強
調されたのが，IARCの評価はヒトにおける発がん性に
関する科学的根拠の強さを評価した「ハザード同定」で
あるのに対し，JECFAは食品として摂取した場合の影
響を評価した「リスク評価」であるという，両者の評価
を理解する上で最も重要な相違点であった．そのため，
IARCとJECFAの発表後に相次いで発表された各国の食
品安全担当機関の見解も，食品として摂取した場合のリ
スクについて評価したJECFAの結論を重視する内容で
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INSで始まる分類番号が付与されている．また，
EUでは域内で使用される食品添加物についてE
で始まる分類番号を付与している．二酸化チタン
に付与された分類番号は，それぞれINS 171とE 
171である．

４．EUにおけるグリホサートの再認可
EUで2022年12月15日に失効期限を迎えるはずだった

植物保護製品（農薬）の有効成分グリホサートの認可が，
2023年12月15日まで 1 年延長されていた9）．この延長
は，認可の更新の可否を判断するための根拠となる
EFSAのリスク評価が完了していないことが理由であっ
た．2023年 7 月26日にようやく評価結果が公表されたこ
とを受けて，欧州委員会（EC）は2023年11月28日にグ
リホサートの認可を10年間更新する委員会実施規則

（EU）2023/2660を採択した10, 11）．ただし，簡単に結着
したわけではなかった．EFSAの結論は，ヒト及び動物
の健康と環境への影響の評価では重要な懸念分野は特定
されなかったと述べる一方で，いくつかのデータギャッ
プがあり，グリホサートを主成分とする農薬成分の毒性
など最終的な結論を出せなかった未解決の問題があるこ
とも指摘していた．そのため，ECにおいてグリホサー
トの認可更新の可否について審査委員会（Appeal 
Committee）での投票による採択を諮ったものの，更新
又は拒否のいずれにも必要な特定多数を得ることができ
ず，合意に達しなかった12）．そのような状況に陥った場
合，EUの法律では，ECには現行の認可期間が満了する
前に決定を下す義務が課せられている．したがってEC
は，2023年 7 月に提出されたEFSAの評価結果に基づ
き，収穫前の乾燥剤としての使用の禁止，適用外生物／
植物を保護するための特定措置などの一定の使用条件・
制限を設けた上で，グリホサートの認可を10年間更新す
る手続きを進めることとなった．通常，EUの植物保護
製品の有効成分の認可更新は15年であるのに対し，グリ
ホサートは10年としたことの理由をECは次のように説
明している13）．前回の更新期間が 5 年であったことか
ら，前回と今回の認可更新でグリホサートは15年に満た
ない短期間のうちに 2 回評価されたことになる．しかも
両評価共に非常に広範な根拠に基づき徹底的に評価され
ており，今後，短期間のうちに重要な新しい科学的情報
や知見が得られ，異なる結論をもたらすことは予想され
ないことから，今回の更新では短期間のグリホサートの
更新は妥当でないと判断された．しかし，現在もグリホ
サートの研究が盛んに行われており新たな知見が得られ
ることも予想されることから，ECは通常の最大期間よ
りは短い10年を採用したとしている．

EUが認可を更新したことでグリホサートの話題は一

あった．

３．JECFAによる二酸化チタン評価
二酸化チタン（TiO2）は，食品，医薬品，化粧品な

どに白色色素の添加物として広く使用されている．2023
年11月24日，JECFAが第97回会合においてTiO2（INS 
171注1）を評価し，前回の評価と同様にADIを「特定し
ない（not specified）」との結論を出した6）．この評価が
実施された背景として，2022年 8 月 8 日に施行された
EUによる食品添加物（E 171）としての使用認可の取り
消しと，その根拠となった2021年の欧州食品安全機関

（EFSA）の評価が関連している7, 8）．そのEFSAの結論
は，TiO2について遺伝毒性（DNA及び染色体の損傷）
の懸念を排除できず食品添加物として安全とは考えられ
ないというものであった．しかし，食品添加物としての
TiO2の使用について安全上の懸念を示したのはEFSAの
みであり，EFSAの評価結果の発表後に他国の関連機関
からは相次いで懸念を示す根拠はないとの見解が発表さ
れ，JECFAによる国際的な評価の行方が注目されてい
た．

今回の評価でJECFAは，食品添加物であるTiO2

（INS 171）は消化管からの吸収が悪く，ヒトにおける経
口バイオアベイラビリティは非常に低い，また遺伝毒性
については根拠が不十分であると結論した．その主な理
由として，遺伝毒性試験に用いられているOECDガイド
ラインは一般的な化学物質の試験用に開発され妥当性が
確認されたものであり，TiO2のような難溶性の粒子状
物質に用いるには試験法を適応させなければならないこ
とを強調している．そのためJECFAは，遺伝毒性に関
する入手可能なデータには限界があり，またいくつかの
不明確な所見もあるとして，入手可能なデータはINS 
171の遺伝毒性について説得力のある根拠を提供しない
と結論した．

TiO 2 は粒度分布が広いため，その評価に関する議論
では毒性試験に用いられる試験物質の粒子サイズの違い
がよく指摘される．例えば，EFSAの評価では食品グ
レードよりも小さいサイズの粒子を用いた毒性試験の結
果も考慮された．この点についてJECFAは，INS 171に
該当するTiO 2 試験物質を特定したうえで，多数の毒性
試験でINS 171に相当しない粒度分布や物理化学的特性
を有する試験物質が用いられており，それらの毒性試験
はINS 171の安全性評価には関連しないと結論づけてい
る．

注 1 ： 食品添加物の国際番号システム（International 
Numbering System: INS）は，食品添加物の固有
名詞に代わる統一的な名称をつける制度であり，
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旦落ち着いたかの様相を呈している．しかし， 7 年後に
は次回の認可の更新申請が行われる予定であり，EUの
一部の国では今回の更新に反対の意向を示していること
を考慮すると，数年のうちには議論が再燃するものと予
測される．

５．パー及びポリフルオロアルキル化合物の発がん性評価
2023年11月にリヨンで開催されたIARCモノグラフ第

135会合において，パーフルオロオクタン酸（PFOA）
とパーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）の評価が
行われた14）．その結果，IARCはPFOAを「ヒトに対し
て発がん性がある（グループ 1 ）」，PFOSを「ヒトに対
して発がん性がある可能性がある（グループ2B）」に分
類した．PFOAについては再評価（前回評価：2014年，
グループ2B）であり，PFOSは初めての評価であった．
今回の評価の分類の主な理由は次の通りである．

PFOAの分類（グループ 1 ）は，実験動物における発
がん性の「十分な（sufficient）根拠」と，暴露されたヒ
トにおけるメカニズム（エピジェネティックな変化と免
疫抑制）の「強い（strong）根拠」に基づいている．更
に，ヒトにおける発がん性（腎細胞がんと精巣がん）の

「限定的な（limited）根拠」と，ヒト初代培養細胞と実
験系におけるメカニズム（エピジェネティックの変化と
免疫抑制，そのほかいくつかの発がん物質の主要特性）
の「強い根拠」も考慮された．一方PFOSの分類（グルー
プ2B）は，暴露されたヒトを含む試験系全体でメカニ
ズム（エピジェネティックの変化と免疫抑制，そのほか
いくつかの発がん物質の主要特性）についての「強い根
拠」に基づいている．また，実験動物における発がん性
の「限定的な根拠」と，ヒトにおける発がん性の「不十
分な（inadequate）根拠」が考慮された．今回の評価で，
PFOAはヒトの疫学研究で根拠が限定的であると判断さ
れつつも，メカニズムの知見を重視してグループ 1 に分
類されるという，従来の評価と異なる特殊な評価となっ
た．

我が国でも内閣府食品安全委員会がPFOAとPFOSを
自らの判断で行う食品健康影響評価の対象とすることを
決定し，2024年 1 月に有機フッ素化合物（PFAS）ワー
キンググループが作成した「有機フッ素化合物（PFAS）
の食品健康影響評価書（案）」を公表した15）．評価書

（案）では，健康影響に関する指標値として，PFOAと
PFOSの耐容一日摂取量（TDI）を動物試験の結果に基
づきそれぞれに20 ng/kg体重/日と導出した．2024年 3
月にパブリックコメントの募集を終了しており，今後，
寄せられた意見を踏まえて最終的な評価書が示される予
定である．

６．ビスフェノールAの評価
2023年 4 月，EFSAが食品に含まれるビスフェノール

A（BPA）に関する再評価の結果を発表した16）．この評
価でEFSAは，BPA暴露に対して免疫系が最も感受性が
高いとの考えから，マウスにおける脾臓中のTh17細胞
の割合増加を重要な影響と判断し，中間エンドポイント
として採用した．その上で，マウスでの影響をヒト等価
用量へ外挿した基準点（reference point）を8.2 ng/kg
体重/日と導出し，不確実係数50（トキシコダイナミク
スの種差2.5，トキシコキネティクスの個人差10，追加
の 2 ）を適用してTDIを0.2 ng/kg体重/日と設定した．
新たなTDIは前回評価（2015年）で設定した暫定TDI

（4 µg/kg体重/日）の約20,000分の 1 であった17）．その
ため，前回評価で推定されたBPA暴露量と新しいTDIを
比較した場合に暴露量が新しいTDIを 2 〜 3 桁超えるこ
とから，EFSAはBPAへの食事暴露は健康への懸念があ
ると結論した．

このEFSAによる新しいTDIへの変更と消費者の健康
に懸念があるとの結論について，欧州医薬品庁（EMA）
とドイツ連邦リスクアセスメント研究所（BfR）が共に
同意しないとの見解を示し，意見の相違点をまとめて
EFSAとの合同報告書をそれぞれ発表している18, 19）．
EMAとBfRが同意できない主な理由は，EFSAが中間エ
ンドポイントとして採用したマウスの脾臓における
Th17細胞の割合増加が，結果的にヒトでの有害影響に
つながるという因果関係を示す十分な科学的根拠がな
く，TDIの導出に用いるのは正当化できないというもの
であった．そのためBfRは独自にBPAの評価を行ってい
る．BfRは，Th17細胞レベルの相対的な増加が有害影響
を誘発するという根拠はないことからTDI導出に利用す
べきでないとして，Wistarラットの成獣における亜慢性
暴露による精子数の減少を示した 2 件の試験に基づき，
より保守的なアプローチを適用して0.2 µg/kg体重/日と
い うTDIを 導 出 し た． 英 国 毒 性 委 員 会（COT） も
EFSA，EMA，BfRの各意見を踏まえ，EFSAの結論に
は合意せず，現時点ではCOT独自の評価が得られるま
ではBfRが導出したTDIを暫定的に採用する意向を示し
ている20）．

以上のようにEU域内でEFSAの結論に同意しないと
の意見があるにもかかわらず，2024年 2 月にECは食品
接触物質中のBPAの使用を禁止する規則案を発表し
た21）．EUではこれまで乳幼児用の飲料ボトル及び容器
と感熱紙を含む消費者製品へのBPAの使用を禁止して
いたが，新たな規則案では，食品・飲料缶のほか，台所
用品，食器，業務用食品生産に使用される機材も含めて
食品接触物質を包括的に対象にしている．今後，パブ
リックコメントで寄せられた意見を踏まえて加盟国と
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ECで検討が進められる予定である．

７．米国における乳幼児用食品の鉛汚染
2023年10月，米国食品医薬品局（FDA）が，高濃度

の鉛が含まれる可能性に基づく米国WanaBana社による
WanaBana Apple Cinnamon Fruit Puree等の関連製品
の自主的リコールの実施と，当該製品の摂取との関連が
疑われる子供の急性鉛中毒の被害事例が報告されたこと
を発表した22）．その後のFDAの調査で，当該製品から
クロムも検出され，原料に使用されたエクアドル
Austrofoods社製のシナモンへのクロム酸鉛の混入が原
因であることが確認された．FDAは，混入の原因とし
て，スパイスに添加してその重量と色味を増し金銭的価
値を高めるという経済的な動機による違法混入の可能性
を指摘している．

州・地方の保健局から米国疾病予防管理センター
（CDC）への報告によると，関連の健康被害は2024年 3
月22日時点で確定例が計44州，136例に及ぶ23）．CDCは
2021年に医学的な観察を必要とする血中鉛濃度の参考値
を3.5 µg/dLと指定しており，確定例は，リコール製品
の 摂 取 後 3 カ 月 以 内 に 静 脈 検 査 で 血 中 鉛 濃 度 が
3.5 µg/dLを超過し，かつ他の鉛暴露源を排除するフォ
ローアップ調査を受けている例と定義された．ただし健
康被害の症状や重篤度については報告されておらず，実
際に急性中毒の症状を生じたのかは不明である．

今回の事案を受けて，FDAは小売店から入手したシ
ナモン粉末75検体を対象にした鉛検査も実施してい
る24）． そ の 結 果， 6 ブ ラ ン ド の 製 品 で 鉛（2.03〜
3.4 ppm）が検出され自主的リコールを勧告したが，上
記の健康被害によってリコールされた製品に関連するシ
ナモンで検出された濃度（2,270 ppm〜5,110 ppm）と比
べると遙かに低い濃度であった．

この他，カナダ食品検査庁（CFIA）でも2019年から
2021年にカナダ 6 都市の小売店で入手したクミンパウ
ダー，カレーパウダー，ターメリックなど，黄・茶色の
スパイス計132検体についてクロム酸鉛の混入を検査し
た結果を報告した25）．その結果，120検体で測定可能な
濃度の鉛（不検出〜1.84 ppm）とクロム（不検出〜
10.58 ppm）が検出されたが，いずれの検体も消費者の
健康へのリスクはないと判断され，リコールも実施され
ていない．

8．英国のカンナビジオール助言更新
大麻草（Cannabis sativa L.）の成分であるカンナビ

ジオール（CBD）を含む食品やサプリメントの規制上
の取扱いが各国で対応すべき課題の一つになっている．
例として，米国FDAは，CBDを添加した製品（CBD製

品）を利用したいという消費者の要望があることを認識
しつつも，CBD製品に対する新たな規制の枠組みが必
要であり，現時点では安全に摂取できる量や期間を判断
できる適切な根拠がないとしてダイエタリーサプリメン
トなどのCBD製品の販売を認めない意向を示してい
る26）．一方，CBDについて他国に先駆けた取組みをして
いるのが英国食品基準庁（FSA）である．FSAは2023
年10月12日，CBDによる健康への有害影響を予防する
ために，健康な成人は食品からのCBD摂取を10 mg/日

（ 5％ CBDオイル約 4 〜 5 滴に相当）に制限するよう助
言を更新した27）．FSAは2020年にCBD摂取の上限を
70 mg/日（ 5％ CBDオイル約28滴）とするよう助言し
ていたが，それに比べると更新された助言では上限が大
幅に下げられている28）．この更新は，業界からの新たな
根拠や，独立科学委員会（新規食品・加工諮問委員会，
毒性委員会）からの最新の勧告に基づくものであった．
その独立科学委員会の共同声明によると，先の勧告では
ヒト試験で評価された最低用量をもとに70 mg/日を上
限としたが，新たな評価ではより低い用量での薬物相互
作用が否定できないと考えられたことから，げっ歯類の
90日間反復投与毒性試験をもとに導出した暫定許容一日
摂取量（ADI）0.15 mg/kg体重/日（体重70 kgの成人で
10 mg CBD/日）を根拠にFSAへの勧告を更新している．
EUでは，CBDなどのカンナビノイドを含むヘンプ抽出
物や抽出物を成分として添加した製品と合成カンナビノ
イドは新規食品に該当することが2019年に確認されてお
り，英国（グレートブリテン）ではEU離脱後も同様の
措置が講じられている29）．そのため英国FSAがCBD製
品を新規食品として認可するための評価を開始するとと
もに，新規食品の申請書が提出されて認可待ちとなって
いるすべてのCBD製品のリストを公開した30）．そのリス
トに掲載されている製品数は2024年 5 月17日時点で
12,115件に及び，業界によるCBD製品への関心がいかに
高いかがわかる．EUでも非常に多くのCBD製品に関す
る新規食品の認可申請がなされ，EFSAが評価を実施し
ている．しかし2022年時点のEFSAの声明では，データ
ギャップと不確実性が多いことから，食品としての
CBD 摂取についてADIなどの指標値は示さず，新規食
品としてのCBDの安全性は現時点では立証できないと
報告している31）．CBD製品については，いずれの国も規
制作りの途上であり，今後も動向を注視していく必要が
ある．

9．EFSAの無機ヒ素の再評価
EFSAが，食品中の無機ヒ素（iAs）に関する再評価

の報告書を2024年 1 月に発表した32）．前回の評価は2009
年であり，その後2021年に暴露評価を更新してい
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る33, 34）．今回の再評価では2009年以降に発表された，食
事／飲料水を介したiAsの慢性的な暴露と，皮膚，膀胱
及び肺がんの発症リスクとの関連性を調べた疫学研究を
検討した．その結果，最もバイアスリスクが低く質の高
い研究として米国の皮膚がんに関する症例対照研究をも
とにベンチマーク用量信頼区間の下限値（BMDL05）
0.06 µg iAs/kg体重/日を導出し，暴露マージン（MOE）
を算出した．成人におけるMOEは，平均的な消費者で
2 〜0.4，95パーセンタイルの消費者で0.9〜0.2であった．
今回の評価で導出された基準点（BMDL05）は，前回の
評価で複数のエンドポイントのBMDL01を統合して得ら
れた基準点の範囲（BMDL01：0.3〜8 µg/kg体重/日）
と比較すると 1 桁低いという厳しい判断がなされてい
る．従って，以前からiAsは食品汚染物質の中でもMOE
が非常に小さくなると報告されているが，新しい基準点
ではMOEが更に低くなり，健康影響への懸念がより大
きくなったといえる．EFSAは今後，有機ヒ素とiAsの
複合暴露に関するリスク評価の結果を別途発表すると報
告としている．また国際的な動向として，JECFAが
2025年10月開催予定の第101回会合でヒ素（無機・有機）
の再評価を予定している．

そのほか，食品中のiAsについて，米国FDAがリンゴ
ジュース中のアクションレベルを10 ppbと決定した35）．
アクションレベルに法的強制力はないが，検査でこの値
を超過した場合にはFDAが強制措置を講じるかどうか
を判断することになる．今後の予定として，FDAは汚
染実態データを更に収集して，乳幼児における有害元素
の暴露量を低減させる計画「Closer to Zero」の一環と
してアクションレベルをより低くすることの可否を検討
する予定だとしている．

10．米国のクロルピリホスのトレランス
有機リン系殺虫剤の有効成分であるクロルピリホスの

利用は，世界的に制限される方向に向かっている．その
ような中，米国では2021年 8 月30日に米国環境保護庁

（EPA）がクロルピリホスの残留物に対するすべてのト
レランス（残留基準値）を取り消す最終規則を発表し，
2022年 2 月28日に完全に失効した36）．しかし，複数の生
産者団体がこの最終規則について第 8 巡回区連邦控訴裁
判所に異議を申し立てた結果，2023年11月 2 日に最終規
則を取り消す判決が出され，失効していたクロルピリホ
スの残留物のトレランスが直ちに全て復活した37）．この
判決に対して再審請求が提出されなかったことから，
2023年12月28日に判決が確定し，その後EPAが2024年
2 月 5 日に裁判所の判決を反映させるための法改正を
行っている．

EPAは，2020年に発表したクロルピリホスの登録見

直しの中間決定案において，登録者によって重要であ
る，あるいは農作物の生産者にとって有益度が高い用途
として11の農作物（特定地域のアルファルファ，リンゴ，
アスパラガス，タルトチェリー，柑橘類，綿花，モモ，
ダイズ，テンサイ，イチゴ，春・冬小麦）を特定してい
た38）．EPAの今後の対応として，その11農作物への使用
については，登録者と協議を行い，暴露の低減に向けて
地理的・散布頻度等に関する追加的な制限を設けるなど
トレランスの安全性確保に向けて対処することとし，そ
のほかのトレランスは取り消すという新規則を提案する
見込であると報告している39）．

11．いわゆる健康食品の関連情報
令和 5 年度に諸外国から報告されたサプリメントや伝

統薬に関する主な注意喚起等を紹介する．我が国では，
重大な事案として，2023年に国民生活センターがある健
康茶から医薬品成分のステロイドであるデキサメタゾン
が検出されたとの注意喚起を発表したほか，2024年 3 月
には小林製薬が製造・販売した紅麹含有製品による死亡
を含む多数の重篤な腎障害が報告された40, 41）．
・キバナキョウチクトウの誤使用による有害事象

米国において，減量用サプリメントとして宣伝販売さ
れていたテホコテ（Crataegus mexicana: tejocote）の根
と表示されたダイエタリーサプリメントを与えられた生
後23カ月の子供が，吐き気や嘔吐を含む強心配糖体中毒
に一致する症状を呈した42）．FDAの検査により，原料
がキバナキョウチクトウ（Cascabela thevetia）で代用
されていることが判明した．キバナキョウチクトウには
有毒成分としてカルデノリドのテベチンB（thevetin B）
が含まれている．テベチンBはジゴキシンなどの他のカ
ルデノリドと同様の影響を及ぼす．

さらに別件で，米国で減量用インドナッツ，減量用イ
ンド種子として販売されたNuez de la India（Aleurites 
moluccana）の種子製品を摂取し入院を要した症例が報
告され，FDAの検査によりNuez de la Indiaではなくキ
バナキョウチクトウの種子が製品に使用されたことが確
認された43）．両植物の種子は外見が似ているとして注意
が喚起されている．
・ターメリック・クルクミン含有製品による肝障害

2023年 8 月，オーストラリア保健省薬品・医薬品行政
局（TGA）が，ターメリック／ウコン（Curcuma longa）
をはじめとするCurcuma属植物やクルクミンを含む製
品の摂取に関連する可能性がある肝障害が複数報告され
たことを発表した44）．Curcuma属植物やクルクミンを含
む医薬品やハーブサプリメントの購入に処方箋や医療従
事者の助言は必要なく，スーパーマーケット，健康食品
店，薬局で容易に購入できる．肝障害の発症はまれでは
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あるが，現在又は過去に肝臓の障害を経験した人は発症
リスクが高いことから，Curcuma種やクルクミンを含
む医薬品やハーブサプリメントを摂取しないよう注意を
喚起した．
・オーストラリアにおけるスポーツサプリメント規制

オーストラリアでは2023年11月30日より，スポーツ，
運動，レクリエーション活動用と表示されている医薬品
形状（錠剤，カプセル，丸薬など）のスポーツサプリメ
ントは医療用品として規制されることになった45）．当該
製品は，以前は全て食品として扱われていたが，2020年
に，スポーツサプリメントのうち，高リスク成分（例え
ば毒物基準に該当する物質を含むもの）又は世界アン
チ・ドーピング規程禁止表国際基準の対象成分を含む製
品，そして医薬品の形状をしている製品については「医
療用品」とする規則が制定された．その際に設けられて
いた 3 年間の移行期間が終了し，このたび発効した．製
品の形状から，栄養ドリンクやプロテインパウダーなど
は以前と変わらずに食品として扱われている．
・米国のチアネプチン含有製品による有害事象

米国FDAは，Neptune Resources, LLCが販売したチ
アネプチン含有製品の摂取に関連した発作，意識喪失，
死亡などの重篤な有害事象の報告を受け取ったことを発
表し，販売業者へ販売を中止するよう要請した46）．チア
ネプチンは抗うつ薬成分として使用されているが，米国
ではFDAが承認していない．しかしチアネプチン含有
製品が，脳機能を改善し，不安，うつ，痛み，オピオイ
ド使用障害などを治療するとの謳い文句で違法に販売さ
れているとして，米国FDAが注意を呼び掛けている．
・アーユルベーダ薬による鉛中毒

2024年 3 月，ニュージーランドMEDSAFEが，直近
数ヶ月の間に国内においてアーユルべーダ薬を摂取した
ことによる鉛中毒の報告が 8 事例あったと発表し，注意
を喚起した47）．ニュージーランドではアーユルべーダ薬
は承認されておらず，問題の製品はインドで購入した旅
行者が国内に持ち込んだものであった．アーユルベーダ
薬による鉛中毒の報告は珍しくなく，以前から他国でも
度々報告されており，伝統薬による注意すべき有害影響
の一つである．

1２．最後に
以上，令和 5 年度に発行した「食品安全情報（化学物

質）」から特に重要と考えられたトピックスを紹介した．
記録しておくべきそのほかのトピックスとして，EFSA
による食品中のニトロソアミン類のリスク評価，魚及び
魚製品中の塩化ベンザルコニウム・塩化ジデシルジメチ
ルアンモニウム及び塩素酸塩の存在に関連するリスク評
価，食品中のミネラルオイル炭化水素類のリスク評価，

WHOによるノンシュガー甘味料・総脂肪・飽和脂肪・
トランス脂肪・炭水化物の摂取に関する新しい各ガイド
ラインの発表，魚類摂取のリスクとベネフィットに関す
るFAO/WHO合同専門家会合の開催，英国FSAによる
スラッシュアイス飲料中のグリセロールに関する事業者
向けガイダンスの発表，などがあった．安全情報部で
は，我が国の食品安全にかかわる問題の迅速な把握と対
応のために，今後も海外の食品安全に関する情報を継続
的に調査し，「食品安全情報（化学物質）」に掲載してい
く予定である．
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